
2021年度春〜夏学期
Project HELP! 

ミニ説明会

2021年4⽉5⽇（⽉） 12:10-12:40
⼤阪⼤学 国際教育交流センター

Project HELP! チーム
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Project HELP!について
• 阪⼤⽣英語学習者（メンティー）と、阪⼤
で学ぶ留学⽣（メンター）による、90分×
８回のメンタリング英語学習

• 留学を視野に⼊れ、IELTS受験を⽬指す、
主体的な英語学習を⽀援

• 留学⽣との学び合いによる異⽂化理解学習
• ウェブサイトMEnTOR systemを使って、
メンタリングの内容や成果を「カルテ」に
記録する
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MEnTOR system
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メンターの
修了証発⾏
に必要︕
毎回必ず作
成してくだ
さい︕



IELTSとは
• International English Language Testing 

Systemのこと
• 留学に使える英語検定試験
• ４技能（リスニング、リーディング、ライ

ティング、スピーキング）テスト
• ⼤阪⼤学での交換留学に必要な最低スコアは、

オーバーオール・バンドスコア6.0
• 多くの海外の⼤学（協定校）がそれよりも⾼

いスコア（6.5, 7.0）を受⼊条件としている
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メンターとは
• 主に留学⽣で、IELTSに関するメンター研修

を修了した者
• 英語⺟語話者でない場合でも、メンターとな

るために必要な英語⼒を有する者
• メンター修了認定証の獲得を⽬指している者

（修了認定には８回のメンタリング全てを完
了することが条件。そのためにメンティーに
よるカルテ作成が必須）

• ⼀般学⽣と交流したい、⽇本のことを知りた
いという⽬的がある者
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メンティーとは
• 留学を視野に⼊れて英語学習中の阪⼤⽣

• 2つの⽬的がある
1. 英語⼒の向上︓
IELTS（英語検定試験）の 受験準備

2. 異⽂化コミュニケーション⼒の向上
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メンティーの選考基準
1. 交換留学希望者を優先
2. IELTS 5.0-5.5所有者を優先
– IELTS 6.0-6.5を⽬指す学⽣を対象としているので、

それ以上の英語⼒がある者はマッチングできない可
能性がある。

3. メンターのスケジュールにマッチする⼈を優先
*2021年度はオンラインによるメンタリングも可。

❊応募は4⽉8⽇（⽊）まで
❊選考結果は4⽉15⽇（⽊）までにメールで連絡します。
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メンティー応募の注意点
1. 交換留学希望の⽅は、応募⽤紙の応募動機
の欄に「交換留学希望」と書くこと

2. メンターに英語圏出⾝の学⽣は多くない。
→応募⽤紙に「英語ネイティブスピーカー希望」と
書くと、マッチングの可能性が低くなるので注意︕
ü メンターには、語学要件をクリアした⼀定の英語⼒
を有した留学⽣のみが参加している

ü 留学中は、現地の学⽣より留学⽣と話す機会の⽅が
多い
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メンティーのやるべきこと
1. 主体的に学習すること

学習計画、教科書の準備はメンティーが⾏う。
メンターは補助。

2. 4/24（⼟）午後のオンラインによるオリエン
テーション（説明会、顔合わせ）の参加必須
*4/24（⼟）の無料のIELTSレベルチェックテスト（Reading
とListeningのみ）は先着20名限定。

3. メンタリング開始から半年以内にIELTS（4技
能）受験（25,380円）が必須

4. ⾃分の英語学習だけでなく、メンターに⽇本
語・⽇本⽂化も教える時間も取ること
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メンタリングとは
メンター（英語の使⽤・学習経験が⽐較的多
い者）が、メンティー（⽐較的経験の浅い
者）と、対話を継続的に重ね、助⾔や励まし
を与えることで、メンティーの気づきを促し、
主体的な学習をサポートすること。

• 1対1の学習⽀援（ 3ヶ⽉間で９０分×８回）
• 主体的な学習へのサポート ＞ 知識の伝授

＊対⾯とオンラインのどちらで⾏ってもOK︕
（ただし、対⾯は課外活動可能な活動レベルの時期のみ）
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メンタリングの⽬的と内容

1. 英語⼒の向上︓IELTS受験直前の集中的な特訓
（９０分×８回の計12時間）

– メンティーが主体的に計画する。
– ⾃分の苦⼿分野を把握する。
– 練習したい項⽬を伝える。
*メンタリングではメンティーの授業や研究に関す
る課題の英語添削は⾏わないこと。

2.  異⽂化コミュニケーション⼒の向上
– 積極的に、メンターの留学⽣と話し合う。
例）トピックを決めて、意⾒交換をしてみる。
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メンタリング90分の計画例
＊スピーキングを重点的に学習したい。

＊ライティングとスピーキングを学習したい。
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メンティーの役割
やること メンティー メンター

1 顔合わせオリテで、Mentoring Schedule Sheetを提出 ✔ －

2
メンターと⼀緒に記⼊した“Task for the First Mentoring 
Session(第1回メンタリング課題)”を、最初のカルテに添
付してアップロードする

✔ －

3 毎回のメンタリングの計画を決める・準備をする ✔ －

4 毎回のメンタリング中にカルテを記⼊する ✔ －

5 毎回のメンタリング中にカルテにコメントを書く － ✔

6 the mid-term report (中間レポート)を提出する ✔ ✔

7 “Prospect sheet for the mentoring period (メンタリン
グ計画⾒通しシート)”に記⼊して、提出する ✔ －

8 メンター／メンティーを評価する ✔ ✔

9 アンケートへの回答 ✔ ✔

10 IELTSスコアの提出 ✔ －
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メンタリングの注意点
1. IELTSテストの基本情報は事前に調べ
ておくこと

2.参考書は⾃分で収集すること
3.事前に⾃分のスケジュールを把握し
ておくこと

4.相⼿の予定を尊重する
5.50/50の関係を意識する
6.メンターへの「感謝」の気持ちを⼤
切に。
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メンター・メンティーの交流について

HELP! Café 毎⽉1回

⽇程︓ 5⽉8⽇（⼟）、6⽉5⽇（⼟）、
7⽉3⽇（⼟）

時間︓ 10:00-11:00
場所︓ ZOOMミーティング（英語）

協⼒︓ 菱⽥ 伊駒 さん（阪⼤法学部卒業、現タローパン社員）

Aliさん（カナダから参加、元メンター）

*2021年度は、新型コロナウイルスの事態が落ち着いたら、対⾯による
HELP! Caféも追加で開催予定。 15



メンター・メンティーの交流について

HELP! Philosophy Café 毎⽉1回

哲学カフェとは、お互いが⽇常の中で感じる
気持ちを⾔葉で表現し、⼀緒に考えてみる活
動です。⾃分⾃⾝の考えを⾔葉にしたり、表
現するのに役⽴ちます。
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過去のメンティーからのアドバイス

• メンタリングの時間だけだと不⼗分なので、メン
タリングは毎⽇の英語の勉強の成果を測るものと
してモチベーションにするのが良いと思います。

• メンタリングには、⾃分がやりたいことをしっか
りと準備していき、それをちゃんとメンターの⽅
に英語で伝えることが⼤切だと思います。

• メンターが⽇本について特に知りたいこと、⽇本
でやりたいことを事前に確認しておく

• メンターの⽅への感謝の気持ちを持って毎回のメ
ンタリングにのぞむようにするといいと思います
し、私⾃⾝もしています。
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HELP!の応募⽅法
1. Project HELP!のホームページ

（http://osku.jp/enhlp）の「メン
ティー募集要項」へ

→ 応募⽤紙をダウンロード

2. 「①メンティー応募⽤紙(様式1)」と
「②⾃⼰紹介シート」

をメールに添付して
4/8(⽊)までに提出

提出先メールアドレス︓projecthelp@ciee.osaka-u.ac.jp
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